
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

                

令和８年４月３０日発行

 

～1年生の生活スタート～ 
１年生の生活がスタートしました。給食の準備の仕方、エプロンのたた

み方など生活に必要なことを学び、少しずつできることが増えています。ま

た、ひらがなを学んだり、学校を探検してみたりと、教科の学習も始まって

います。早く小学校生活に慣れて、自分でできることをどんどん増やして

いって欲しいと思います。（右の写真は、給食ボランティアの皆さんにお手

伝いいただきながら、給食の準備をしている様子です） 

～参観有り難うございました～ 
４月１７日は参観日でした。授業参観では、クラスごとに様々な教科を行

っていました。タブレットを使ったり、グループで活動したり、保護者の方と

一緒に考えたりしながら一生懸命活動する姿が見られました。学校保健

委員会では、３年生以上が参加して、メディア利用の現状と上手なつきあ

い方について学びました。校長講話では、今年度東小で大切にしたいこと

や、保護者の方へのお願いについての話がありました。その後の PTA 総

会・学級懇談会も多くの皆様にご参加いただきました。お忙しい中、ご来

校いただき有難うございました。 

～第１回避難訓練～ 
4 月１０日に第１回避難訓練を行いました。今回は、地震により火災

が発生したという設定です。まずは、地震の発生の放送を聴き、素早く

机の下に身をかがめることができました。また、避難時は、ハンカチで口

を覆いながら静かに移動することができました。訓練後、小諸消防署の

方から「靴を履くこと、頭を守るものを身に付けること、戻らないこと」な

どアドバイスをいただきました。大切にしていきたいですね。 

～もみじ清掃～ 
今年は、掃除をさらに良くしていこうとスタート

しました。特におしゃべりをせず行うことを大切に

しています。また、掃除の終わりに、反省会を位

置づけ、次回に活かせるようにしています。本校

が大事にしてきたもみじ清掃（○も くもくと、○み じ
たくを整える、○じ かんいっぱい）を意識し、取り
組んでくれることを願っています。 

～児童総会～ 
4 月 23日に児童総会がありました。まず、本年度の児童会ス

ローガンが発表されました。今年のスローガンは「笑顔あふれる

東小！」です。次に、各委員会から年間活動計画が発表されまし

た。事前に聞いていた質問や意見にも回答しながら堂々と発表

できました。昨年度にない活動もあり、今後の活動が楽しみで

す。全校が「笑顔」になれるよう協力しながら取り組んでほしいと

思います。 

黙々と掃除する姿 掃除の反省会の様子 

6 年 2組の授業の様子 

小諸消防署の方から講評を 
いただきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和８年度 学校経営ビジョン 
10 年後、20 年後の子ども達が、生き生きと自分の人生を歩めるように 

「自立」「協働」「創造」 

 
☆学校教育目標とめざす子どもの姿 
  かしこい子・・・自ら考え、ねばり強く追究し問題を解決する子ども（自立） 
  やさしい子・・・互いに支え合い、自他を認め合って大切にする子ども（協働） 
  たくましい子・・・あきらめずに挑戦し、よりよい姿を目指して進む子ども（創造） 
☆めざす学校像 
「居心地のよい楽しい学校」「安全・安心な学校」 

 

 

気軽にご相談ください・・・「相談員」 
本校では、「子と親の相談員（山田 まゆみ 先生）」が常駐（午前中のみ）しています。お

子さん自身の悩みや心配事に対して相談をさせていただきます。必要があれば家庭訪問もさせて
いただきます。相談事がありましたら、学校へお気軽にご連絡ください。 

☆学校運営の重点 

【探究的な学びの充実による自己肯定感・自己効力感・自己有用感の醸成】 
重点１ 学力向上・・・学び合いによる日々の授業づくり 

① 主体的・対話的で深い学びを通した確かな学力の育成 

・学び合い・対話と協働を通した深い学びの実現。「学び合い」の研修を日々の授業改善へ。 

麻布教育ラボ村瀬公先生を招聘しての授業研究（１4年目）「選び・考え・表現する」子どもが主人公の授業へ 

・重点研究の活性化。一人一公開を活用した私たちの学び合い。ねらい、働かせる見方・考え方を 

明確にした授業。   ・課題の質の高まり。 

②基礎力・活用力の向上 

・授業充実による基礎基本の確実な定着。    ・自主学習の促進により自ら学ぶ力の伸長 

・ICT機器の利活用と手書きの使い分け 

③多様な子ども達を包み込む 

・高学年教科担任制（可能な限り進める）、全学年効果的な授業交換 

・支援教員、支援員による支援 

重点２ 豊かな心と健やかな身体の育成・・・異年齢交流の充実による相手意識の醸成 
① 異年齢による交流の充実による憧れや思いやり、人間関係力の育成 

・東っこタイムを活用した縦割り班での交流の実施。（第4週） 

・縦割り班を活用した清掃活動・児童会活動。自治的・創造的な活動の活性化。 

・姉妹学級・連学年交流・幼保小・小中交流・児童会活動・地域の大人との交流 

②支え合い、思い合い、高め合える仲間づくり 

・全教育活動（学び合い、中核的な活動も含む）における人権教育、道徳教育の推進 

・Q－U、相談の時間の実施、SC、SSWの活用 

・子どもからのサインを見逃さない。アンテナを高く、職員による情報共有。環境を整える。 

③読書教育の充実 

・図書館利用の推進。本に親しめる環境づくり（読み聞かせ、新刊紹介、読書旬間の取組等） 
重点３ 地域とのつながりとふるさと学習・・・学級の大黒柱になる中核的な活動の充実 
①子どもと共に創る学級の中核的な活動（人とのかかわりを位置づけて） 

・学級の中核活動の計画案「学びのデザインシート」の作成、PDCAによる継続的な改善。 

・アウトプットの場の計画的な位置づけ 掲示板の活用、東っこタイム 対面でのアウトプット 

（相手意識の醸成） 保護者へ向けたアウトプット（授業参観日の活用） 

・職員研修の場 地域を知る研修、前年度総合的な学習・生活科資料の活用 

②地域の「人・もの・こと」から学ぶ 

・中核的な活動・地域巡り 

・書写や琴等、地域のゲストティーチャーや専門講師から学ぶ・浅間嶺ワクワク大夢 

③幼保小中の連携・交流・情報の共有 

・小諸市小中一貫教育ビジョン 小中職員の連携・交流、小諸市共同研  ・幼保小職員の交流研修 


